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港
新
聞
６
面

川

０
８
１
５
０
６

藤

奥

井

井

（
前
号
ま
で

戦
後
の
女
学
校

時
代
、
平
和
の
空
に
聳そ
び

え
る
桜

島
に
感
動
し
て
初
め
て
油
絵
を

描
い
た
。港
区
で
会
社
に
勤
め
、

結
婚
。
昭
和
三
十
六
年
、
初
の

個
展
を
開
き
、
絵
画
を
生
き
方

に
定
め
た
。
国
内
外
で
ス
ケ
ッ

チ
を
重
ね
る
中
、
平
成
に
入
っ

て
私
を
捉と

ら

え
た
の
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

周
辺
の
国
々
だ
っ
た

）

◆
念
願
の
棚
田
が
あ
っ
た

平
成
八
年
か
ら
十
七
年
に
か

け
て
、
私
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
囲
む

国
々
を
訪
れ
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
ブ
ー
タ
ン
は

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
南
面
の
東
側
。

風
俗
や
自
然
が
日
本
に
驚
く
ほ

ど
似
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
な

国
で
す
。
三
千

級
の
高
地
が

連
な
り
、
山
間
を
チ
ン
プ
ー
川

が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
ま
で
に

雪
山
と
棚た
な

田だ

は
私
の
絵
画
人
生
の
主
題

テ
ー
マ

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が

こ
こ
に
も
念
願
の
棚
田
が
あ
り

ま
し
た
。
作
物
は
下
か
ら
順
に

米
、
蕎そ

麦ば

、
稗ひ

え

な
ど
。
ち
ょ
う

ど
刈
り
入
れ
時
で
、
農
民
が
黒こ

く

米ま
い

な
ど
を
刈
っ
て
い
ま
し
た
。

パ
ロ
か
ら
チ
ン
プ
ー
へ

写

真
上
右

は
そ
ん
な
風
景
を
切

り
取
っ
た
作
品
の
一
つ
で
す
。

と
に
か
く
石
を
積
ま
な
い
こ

と
に
は
棚
田
も
家
も
で
き
な
い

と
い
う
独
特
の
風
土
。
そ
の
中

で
の
農
民
の
営
み
に
は
、
日
本

の
棚
田
や
南
米
の
段
々
畑
か
ら

受
け
た
の
と
同
じ
感
銘
を
受
け

た
も
の
で
し
た
。

◆
何
も
か
も
石
を
積
ん
で

そ
の
ブ
ー
タ
ン
か
ら
見
え
た

の
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
し
た
。

あ

の
山
の
も
っ
と
傍そ

ば

ま
で
！

と

の
思
い
を
募つ

の

ら
せ
た
私
は
翌
年

か
ら
三
回
に
亘わ

た

り
、
今
度
は
ヒ

マ
ラ
ヤ
南
面
沿
い
に
横
た
わ
る

国
ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
ま
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
は

神
が
創
っ
た

石
の
国

と
言
わ
れ
、
家
も
道

も
垣
も
土
手
も
畔あ

ぜ

も
、
何
も
か

も
が
石
。
一
つ
一
つ
手
で
積
ん

で
あ
る
の
で
す
。
午
後
に
は
イ

ン
ド
洋
か
ら
カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
川

を
通
っ
て
強
い
風
が
吹
く
厳
し

い
気
候
。
そ
の
中
で
、
ど
の
家

の
屋
上
に
も
風
除よ

け
の
薪ま

き

が
積

ま
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
峰ほ

う

の
見
え
る

テ
ィ
ニ
村

写
真
上
左

は

晩
秋
の
蕎
麦
畑
を
描
い
た
も
の

で
す
が
、
時
々
ロ
バ
が
荷
物
を

背
に
帰
っ
て
く
る
光
景
が
実
に

長の

閑ど
か

で
し
た
。

◆
あ
の
山
の
向
こ
う
へ
！

そ
の
ネ
パ
ー
ル
か
ら
ヒ
マ
ラ

ヤ
を
間
近
に
見
た
私
は
更
に
、

あ
の
山
の
向
こ
う（
北
）へ
！

と
の
熱
に
駆
ら
れ
、
チ
ベ
ッ
ト

を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
ラ
ー
の

セ

ブ
ン
・
イ
ヤ
ー
ズ
・
イ
ン
・
チ

ベ
ッ
ト

な
ど
を
読
ん
で
早
く

か
ら
こ
の
国
へ
のあ

憧こ
が

れ
は
持
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
一
段

と
燃
え
上
が
っ
た
の
で
す
。

首
都
ラ
サ
か
ら
ヤ
ム
ト
ク
湖

へ
と
続
く
、
細
く
険
し
い
山
道

で
は

カ
ン
パ
ラ
峠
へ
の
道

（
水
彩
）
な
ど
を
描
き
ま
し
た
。

遥
か
下
に
は
ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ボ
河

の
悠
々
た
る
流
れ
や
雪
山
が
見

え
、
そ
の
雄
大
さ
に
し
ば
し
我

を
忘
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

◆
神
聖
だ
っ
た
エ
ベ
レ
ス
ト

こ
う
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
周
辺
国

へ
の
旅
の
中
で
一
番
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
や
は
り
世
界
最
高

峰
エ
ベ
レ
ス
ト
で
し
た
。

太
陽
が
昇
る
前
に
宿
を
出
て

辿
り
着
い
た
観
測
地
点
。
そ
の

標
高
は
五
千

、
気
温
は
マ
イ

ナ
ス
八
度
。
凍い

て
つ
く
よ
う
な

空
気
の
中
で
仰
い
だ
そ
の
姿
は

神
聖
そ
の
も
の
で
、

何
か
を

頂
く

と
い
っ
た
表
現
が
ピ
ッ

タ
リ
の
威
容
で
し
た
。

さ
て
、
こ
う
し
た
内
外
旅
行

を
重
ね
な
が
ら
続
け
て
き
た
私

の
絵
画
人
生
で
す
が
、
齢よ

わ

七い

十

を
過
ぎ
、
心
に
上の

ぼ

っ
て
き
た
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
画

集
の
出
版
で
し
た
。（
つ
づ
く
）

平
和
の
願
い
画
布
に
込
め
て
｜

さ
ん

（
八
幡
屋

）

平
和
の
願
い
画
布
に
込
め
て
｜

さ
ん

（
八
幡
屋

）

第９幕第９幕

キ
ャ
ン
バ
ス

チ
ベ
ッ
ト
を
ス
ケ
ッ
チ
旅

行
中
の
私
（
平
成

年
）

青
木
美
香
子
さ
ん
が
新
曲
発
表

弁
天
在
住
の
歌
手
・
青
木
美

香
子
さ
ん
が
新
曲

ス
ロ
ー
ダ

ン
ス

を
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
か

ら
発
売
し
、
そ
れ
を
記
念
し
て

七
月
二
十
七
日
午
後
、
弁
天
町

オ
ー
ク
広
場
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

催
し
ま
し
た
。

賑
や
か
な
チ
ン
ド
ン
屋
一
行

と
共
に
登
場
し
た
青
木
さ
ん

は
、

二
年
前
に
こ
の
オ
ー
ク

で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
の
フ
ァ

ン
の
皆
さ
ん
の
温
か
な
応
援

に
感
謝
を
述
べ
た
あ
と
、
新
曲

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
（
作
詞
・
作

曲
・
編
曲
も
）
し
た
マ
ッ
ケ
ン

ジ
ィ
ー
さ
ん
（

日
本
作
曲
家

協
会
会
員
、

日
本
レ
コ

ー
ド
大
賞
制
定
委
員
）
と
の
楽

し
い
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、

三
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

♪
ス
ロ
ー
ダ
ン
ス
な
ど

め
く
る
め
く
陶
酔
の
世
界
を

ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
の
ほ
の
明
る
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
た

ス
ロ

ー
ダ
ン
ス

。
愛
を
実
感
で
き

な
い
虚
し
さ
を
軽
快
な
テ
ン
ポ

で
さ
ら
り
と
歌
い
流
し
た

シ

ー
ソ
ー
ラ
ン
デ
ヴ
ー

。
別
離

の
切
な
さ
を
し
っ
と
り
と
偲
び

泣
く
よ
う
に
歌
い
込
ん
だ

電

話

。
ど
の
曲
も
旋
律
が
美
し

く
、
思
わ
ず
胸
が
キ
ュ
ン
と
な

る
懐
か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
に
は
サ
イ

ン
会
と

販
売
会
が
行
な
わ

れ
、
大
勢
の
フ
ァ
ン
が
列
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。
八
幡
屋
か
ら

来
た
と
い
う
五
十
代
女
性
二
人

は

青
木
さ
ん
は
子
供
の
頃
か

ら
知
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に

新曲 スローダンス 発売記念
コンサートで歌う青木美香子さ
ん ７月 日、オーク広場で

気
立
て
の
よ
い
娘
さ
ん
で
す
。

顔
も
可
愛
く
、
何
よ
り
歌
が
上

手
。
新
曲
は
ど
れ
も
メ
ロ
デ
ィ

ー
が
綺き

麗れ
い

で
、
期
待
が
持
て
ま

す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

♪
八
幡
屋
生
ま
れ
・
育
ち

青
木
美
香
子
さ
ん
は
八
幡
屋

生
ま
れ
育
ち
。常
磐
会
短
期
大

学
幼
児
教
育
科
卒
。
ア
マ
チ
ュ

ア
時
代
に
毎
日
放
送

素し
ろ

人う
と

名

人
会
で
名
人
賞
。大
阪
市
長
選

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
や
イ
ベ

ン
ト
出
演
を
経
て
二
〇
〇
九
年

九
月
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
。
デ
ビ
ュ

ー

あ
り
が
と
う

お
か

あ
さ
ん

ほ
れ
た
ん
や
か

ら

歌
は
人
生

。
一
〇
年

六
月
み
か
ち
ゃ
ん
音
頭
。
透

明
感
あ
る
歌
声
、高
い
歌
唱
力
、

演
歌
か
ら
ジ
ャ
ズ
、ポ
ッ
プ
ス
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
に
至
る
幅
広
い

レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
人
気
上
昇

中
。

下
に
当
面
の
予
定

藤かほりさん

香西かおりさん

川奈ルミさん

青木美香子さん

●
三
先
出
身
の
歌
手
・
香
西
か

お
り
さ
ん

新
曲

千
一
夜

好
評
。
都
会
の
夜

に
独ひ

と

り
物
想
う
切
な
い
女
心
を

ワ
ル
ツ
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
。

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は

止や

ま
な
い

雨

。

も
同
時
発
売

八
月
十
三
日（
土
）十
九
時
半

二
十
一
時
五
十
九
分

思
い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

出
演

予
定

八
月
十
九
日（
金
）十
時

半

十
二
時
半

ラ
ジ
オ

上
泉
雄
一
の
え
え
な
ぁ
！
出

演
予
定

か
お
り
倶く

楽ら

部ぶ

事
務

所
は
夕
凪
一

一
一

一
八
ロ

ー
レ
ル
ハ
イ
ツ
一
階
。

●
波
除
在
住
の
演
歌
歌
手
・
藤

か
ほ
り
さ
ん

八
月
十
六
日

（
火
）十
七
日（
水
）
オ
ー
ク
盆

踊
り

出
演
予
定

八
月
二
十

日（
土
）十
八
時
開
演

帝
塚
山

ま
つ
り

出
演
予
定

八
月
二

十
二
日（
月
）正
午
開
演

通
天

閣
歌
謡
劇
場

出
演
予
定

九

月
三
日（
土
）十
八
時
か
ら
波
除

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
の

デ
イ

サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら

イ
ベ
ン
ト

出
演
予
定

九
月
二
十
五
日

（
日
）十
三
時
か
ら
港
区
民
セ
ン

タ
ー
で
十
七
回
目
の

盲
導
犬

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

下
に

広
告

男
の
夢
十
二
代

人
生
荒こ

う

野や

好
評

六
五

八
二

一
二
四
一
藤
企
画
。

●
港
南
中
学
校
出
身
の
歌
手
・

川
奈
ル
ミ
さ
ん

新
曲

愛
に

つ
な
が
れ
て

（
伊
藤
薫
作
詞

・
作
曲
）
今
を
と
め
な
い
で

（
紙
中
礼
子
作
詞
・
朝
月
千
夏

作
曲
）
と
歌
手
活
動
十
周
年
記

念
ア
ル
バ
ム

愛
の
詩う

た

（

コ

ー
ヒ
ー
ル
ン
バ

元
町
ブ
ル

ー
ス

そ
の
名
は
フ
ジ
ヤ
マ

伊い

勢せ

佐ざ

木き

町
ブ
ル
ー
ス

夜

明
け
の
ブ
ル
ー
ス

ア
ド
ロ

さ
よ
な
ら
坂

東
京
大
陸

の
ラ
テ
ン

ブ
ル
ー
ス
八
曲
を

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
レ
ン
ジ
で
収

録
）
好
評
発
売
中
。
共
に
徳
間

ジ
ャ
パ
ン
か
ら

〇
三

五

三
九
七

六
七
六
七

朝
月
。

７
面
に

人
物
列
伝

●
弁
天
在
住
の
歌
手
・
青
木
美

香
子
さ
ん

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド

か
ら

ス
ロ
ー
ダ
ン
ス

シ

ー
ソ
ー
ラ
ン
デ
ヴ
ー

電
話

発
売
。
オ
ー
ク
広
場
で
記
念
ラ

イ
ブ

上
に
記
事

八
月
二

十
八
日
（
日
）
中
之
島
公
園

な

に
わ
自
慢

出
演
予
定

八
月

二
十
日
（
土
）
安
冶
川
盆
踊
り

（
波
除
６
の
世
界
館
近
く
）
出

演
予
定

八
月
二
十
九
日（
月
）

通
天
閣
歌
謡
劇
場
（
正
午
と
十

四
時
五
十
分
）
出
演
予
定

九

月
四
日
（
日
）
十
三
時
半
ラ
ジ

オ

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ィ
ー
の
ロ
ッ

ク
ジ
ス
タ
ウ
ン

出
演
予
定

六
五
七
六

六
六
一
五
オ
フ

ィ
ス

。

棚田の国ブータンを描いた パロからチ
ンプーへ１ （平成９年油彩） と、石の
国ネパールを描いた ダウラギリ峰の見
えるティニ村 （平成 年油彩）

港 新 聞 人 生 ・ 芸 能平成 年（ 年） 月 日 月曜日 第 号 （ ）人 生 ・ 芸 能


